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編 纂 の こ と ば

昨年5月 の公衆電気 通信法の一 部改正 の成立 に より、 わが

国 におけ る遠 隔情 報処理利 用は、進展への 途が開かれ た
。

しか しなが ら・ ユーザ ーの側か らは、制 度の解釈、具体 的

な運 用お よび 技術 的 な適 用面 等につ きい ろいろな疑 義が提起

され てい る。

そ こで、 われわれは昨年以来 ユ ーザ ー側か らの疑義につ き

検討 ・解明 をつづけ て きた。

本書 は・ その結 果 を問題別 に分 類、 精査 の上 とりま とめ た

もので あ り、 いろい ろな問題点 が実際 に即 して解明 され てい

る と思 われ るので、遠 隔情報処理 の利 用 を促進す る上 で ひろ

くユ ーザ ーの 方 々の●役 にたつ ことを期待 する もの である。

昭和47年 明 籔 昧 繍 蹴 協会

資 料 室

遠隔情報処理利用推進協議会運営委員会事務局

(財団法人 日本経営情報開発協会事務局)

EDPユ ーザー団体連合会派遣相談員事務局

('通 信回線専門委員会事務局)
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共同使 用に関する研究

次

メ ッセ ージ交換 に関す る研 究

使用 パ ターンに 関す る研 究

料金に関する研究

契約に関する研究

使用機器に関す る研究

回 線の種類に関す る研究

認可に関する研究

工事担任者に関する研究

公社業務に関す る研究

その他
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1〔 共同 使用に関する質 問
1L1～3

質 問 内 容

1.従 来 の共同専用 に関す る制限

はど の程度緩 和 され るか

2.銀 行 の受 託 計 算 サ ー ビス は計

算 セ ンタ ーの分類 に 入 るか,企

業 グ ルー プの分 類 に 入 るか

3.共 同使用 と他人使用 の言葉が

法律の条文 の上 で はっき りしな

い 。

回 答

。コン ピュー タ ーで デ ー タ を加 工 処 理 して

転 送す る ソ フ トウ エア ー を共㈲ す る 必要

が あ る もの は 認 め る。 た だ しぼ メ ッセー

ジだけ の交 換 を 目的 とす る場 合 は認 め ら

れ な い。 ・ い

。通常 計算 セ ンタ ー的 な 「他 人使 用 」 と し

て取 り扱 う。 また,両 端 未 聞 の デ ー タ送

受 の場合 企 業 グ ル ー プ と考 え て も よい 。

(相 当 な 関係 が あ る場合)。

。銀 行 法 の制 約 が あ る。 ア メ リカで 訴 訟 に

な り,一 応 差支 え な い とい う判 決 が あ っ

た ま ま控訴 中 で あ る・

。特定 通信回線の共同便用,他 人使 用は ,

次の とお りで あるゼ

(共 同使用)

:ims
特金通信回線二 厘 口

ABABAB
　 コ 　 ゴ

(他 人使用)甲 がAの特定通信回線を使用する

場合"ぺ 二

㊥画 一 修定通雨 副一一画
A'A

、.4

な ま",公 衆 通 信 回 線 の共 同使 用,他 人 使

用 は検 討 中

一1



Ir4～6
'

質 問 内 容

4.東 京 に あ るCPUセ ン ター(

』地 銀)が あ り
,地 方 に支 店,之

を特 定 通 信 回線 で 結 ぶ と料金 が

高い ので,他 の 金 融機 関 と合 同

で 使用 す る こ とが許 さ れ るか 。

公 衆通 信 回 線 を使え ば よい が ス

ピー ドが遅 い 。

5.A銀 行 が系 列 にBセ ン タ ーを

持 って い る.A銀 行 がBセ ン タ

ーの1室 を借 用 しA銀 行 の コン

ピュー ター を置 き,A銀 行 の職

員 に よ り専 用回 線 に よる 当座 預

金,普 通 預 金 のオ ン ラ イン処 理

を行 って い る 。 寛 々公社 との専

用 回 線契約 はA銀 行 名 で 行 って

い る 。

Bセ ン ターがA銀 行 の オ ンラ

イ ン業 務 を処 理 す る こ とは 出来

るか.

6.特 定通 信回線の共 同使用で認

める省令の基準 では企業グルー

プが救済 されない。例えば電鉄

会社 とデパー トとは全 く関係の

回 答

。銀行 同志で業務上の提 携が あれ ば よい。

公 衆通信回線 の高速 化 も需 要が あれば 考

え るが,い まは 自信 をもって答え られな

い。

。将来公社 は綜合 通信 網を考 えている。

① アナ ログ通 信…電話

② ディジタル 〃 …4KHz～1MHz

③ ビデオ系映像通 信

之 を相互乗入れす るゴ需要 見通 しとタイ

ミングを考え順次実施 したい。

Q設 問後 段の意 味が よく分 らな いが,設 問

前 段については この ような形態 は可能で

ある。

。省令 を作 った考え方 は現在既に実 績め あ

るもの,ソ フ トウエア ーで完成 している

ものな どを挙 げて おき,之 か ら具体的 に

生ず るケースは 個別審 査で認可 されれば

一2一
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1-7,8

質 問 内 容

ない業 種で あるが;企 業 グルr

プの考 えで一体 とされ てい るの

に今 回は基準 に入 って仏 ない。

7.A-.回 の郵 政 省 令 に、「他 人使 用

」 とは ど こに書 い て ある か。

8.A社 がB社}こ オ ペ レー シ ・ン

を完全 に 委せ て い る とき 共同 使

用 にな るか 。

回 答

基準 に加え るとい う意 向で ある。

。回線網サ ー ビスあるいは企業 グルー プと

い う考 え方は未 だ公衆 回線 開放 とい う問

題が考え られない以前の専 用線だけ のネ

ヅ トワーク どして考え られて いたが,公

衆 回線 の開放が実現す ると大部 分は解決

す るのではないか,そ うい う解 釈か ら,

後 退 したので ある。 、i

・公衆法上,他 人使用は,電 々公 社 が郵

政大 臣の認可 を受けて定 める基準 に適合

す る場合(計 算業務等 を他 人の需要 に応

じて行な う場合等;そ の態様 が 「行 っ・て

こい」の場合 に認め られ る)と 郵 政省 令

で定 める場合 に限 り認めちれ てい る。

その郵 政省令 は,公 衆法施行規則矛4条

の12に 規定 されている。.

。単 独 使 用 で ある 。.そ の場 合 は メ ッセ ー ジ

交 換 は.自由 であ る。『

・ 「基 準 認 可」 とは,電 々公 社 が 自分 で 決

定 じて回 線 を貸 して よい もの で あ り,・r

個 別 認 可 」 とは,自 分 だ け で 決 め られ ず

に 郵 政 省 に尋 ね る もの で,ユ ー ザ ー とは

関 係 が な い σ 個別認 可 にな っ た ら認 め ら

れな い とい う考 えを持 っている人が多 い

よ ラだ が,そ うでは な い の で,ユ ー ザ ー

側 は 申請 を出 して欲 しい 。

㍗3'
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1-9・L11

質 問 内 容

9.9月17日 付 の官 報 で特 定 通

信 回 線 利 用 規程 が 改 訂 され発表

ざれ て ら る。才4条 と矛10条

の 改 訂 で あ'るが,こ れ につ いて

「説 明 して欲 しい
。'

＼∴"j/1こr"

10.私 設回 線 と特定 回線の共同使

用 は ど うか。

1f'1回 線 の共 同利 用で,マ ル チ・

ポ イ ン トが ある場 合(次 図),

B,"Cの 間 で メ ッセー ジ交 換 が

回 答

。才4条 は,共 同利用契約につ いて,先 の

「基準 」で定 められた内容がそのまま挿

入 されている。矛10条 は,接 続機器あ

認定 に関す るもので,型 式認定 を受けれ

ば中身の 品質 につ いては全 くタッチ しな

い とい うことで ある。 これについて ユー

ザー側か ら 「不安がある」 とい う意見が

強いが,品 質にまで タッチする と,従 来

通 り,認 定期 間が長い とか,手 続 きが煩

雑だ とい う批判が生ず るので割 り切 った

。品質 について は メー カー とユーザーの間

の 問題で あって公社 に責任はない と思 う

。メー カーに もいろいろあって,機 器 を送

り込ん だまま姿 を消す ような ことがある

と,後 で迷惑 を受け るのは,公 社 とそれ

を利用す る不特定多数 の人 々で ある。数

年 経過 した後 に問題 が起 るこ とにな る。

。今度 は共 同利 用の範囲内 の問題で あるか

"ら;迷 惑す るの も共同利用者 に限 ぢれ 寄

。私設回線 は,有 線電気通信法の規制 を受

け ているが,有 線法 は改正 されていない

ので,公 衆法 とそ ぐわない点 が あ り,個

別審査にな る と思 う。

。今後 検 討 す る。

一4一
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1-12

質 問 内 容

技 術 的 に可 能で あ るが,こ れ を

ど う考 え るか 。'.

C
O

B

O

D

12.N相 互 銀 行 とNコ ン ピ ュー タ

セ ン ター との 間 を結 ん で 銀 行 業

務 が 行 力 わ れ る よ うだ が,こ の

ケ ース は 共 同使 用 か,他 人 使 用

力、o(cf.1→5)

回
'答

。この件 については具体的に 聞いていな冷

銀行法 にも関連が あるので はないか。具

体 化されれば考え る.

一5一



江一1～4

兀 メ ッセー ジ交換 に 関す る質 問

質 問 内 容

1.あ る会 員 が デ ー タ をデ ー タバ

ンク に入 れ て,他 の会 員 が同 じ

デ ータ を検 索 して取 出 した とき

メ ッセー ジ交換 とな るか。

2.地 銀 協,全 銀 協 の為 替 交換 は

メ ヅセー ジ交 換 か,情 報処 理 か

3,テ レ ッ クス を使 った発注 在 庫

管 理,例 え ば メ ーカ ー卸商 の 間

の ネ ッ トワー ク を作 る の に どの

範 囲 まで使 え るか 。

4.メ ッセ ー ジ交 換 と情報 処 理 の

違 い だ が次 の例 は?

回 答

。共同 セ ンター とそ の会 員 が 業務 上の 関 係

を有 してい る堀合 は,共 同 使 用 とな る。

また,=考 え 方 に よって は他 人使 用 と して

も よい 。 メ ッセー ジ交換 と情 報 処 理 との

差 は次 の よ うに考 え られ る。

㍑ 二1:1}・ ・セージ交換

1+2→3情 報 処 理

インフ㌧ト アウトプヅト

。極 めて 微妙 な所だ。為替交 換その ものは

原文がそのまま送 られ るのだか らメ ッセ

ー ジ交換 だが,あ とで何通 交換 されたか,

金額 はい くらか,全 額はい くらかな どの

情報処 理がでて くる。

。銀 行の預 金振替業務 は中央 の ファイルか

ら引き出す のだか ら情報処理で ある。

。コン ピ ュー タ側 は,公 衆 通 信 回 線 使 用契

約,端 末 側 は既 存 の 加 入 電 信加 入 契 約 又

は 公衆 通 信 回線 使用 察 約 に よって ネ ッ ト

ワー ク を作 れ る。

。メ ッセ ー ジ交 換 だ と思 う。

特 定 通信 回 線 の場 合 な ら,郵 政 大 臣の 判

断 に よるが,相 互 に関 係 が あれ ば認 め ら

れ る。

一6一



皿一5～7'

質 問 内 容
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5.従 来 「デ ー タ通 信 回 線 サ ー ビ…i'

ス 」 「デ ー タ通信 回 線 網 サ ー ビ

ス 」 とい う案 が あ った と きに は

"企 業 グル ー プ"と い う考 え 方

で,そ の間 で は メ ッセー ジ交 換

も 自由 とい う思 想 で あ った が,

そ れが 今 度 は 消え て い る よ うに

思 うが 。'

6.後 出X旺 一1の 実 例 にお㌔い て両

社 の 間 に メ ヅ七 一 ジ交 換 はな い

か 。

7.市 内分 岐 は出 来 るか 。

回 答

。1の6に 同 じ

。 「鉄 道 」 「ツー リス ト」 の 間 に は メ ッセ

ー ジ交 換 はな い 。 「ツー リス ト」 の 内 部

で は ある 。

。出来 る。 ただ し分岐の代金 として,各 規

格 の最低料金の半分 を付加料金 として も

らうことになる。(例 えば音 声回線 の場

合は最低料金2,000円 の半分 で1,000円)

BC

、一 〇

㍗ ㍗ 工
dba

－7一
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質 問 内 ・ 容' 回 答,・

i 例 え ばaとbがA-B-C-Dの 各 局 を通 ・

じて つ な が ってi知 り,B,C局 か らそ れぞ

,

れc,dが 分 岐 さ れ て い る とす れ ば,A一

B-C-Dの 局 間 距離 の 合 計 料 金 と,c,
1

dそ れぞ れ1,000円 が 全 体 の料 金 で あ る。
'

a,bが>A_B-C-Dゐ 各 局 を通 じ て つ

な がって いて も分岐がない場合 の回線料金

はA-Dの 直線距離で計算す る。

BC、,r

A(∠r....一 .一.一 .-D

!
,1
区x

8.利 用規程 を見る と市内分岐は 現在の利用規程上は確かに市内分岐が出来

出 来 ない と書 い て あるが …。 ない よ うにな って い るが,10月1日 付 の

料金改訂 を機 に市内分岐が 出来 る ように改

、 正 す る。

rレ

川 元
,

}

マ

Lい ㌧

一8一



皿 使用パ ターンに 関す る質問
五 一1～3

質 問 内 容

1.削 除

2 東京 特定 大阪

デrタ バンク 雛
'川 ＼ 通信回線/い 、
公 衆 網 公 衆 網

ii"・llい
xxxxx9

上図 の よ うな場合 はど うか?

3.名 古 屋 大阪

特定通信
公 衆 網 ,回 線

9区 区

特定通信
噸

//

閂
公衆網
1{1

ま 註 テレ・クス

大 阪 にCPUが あ り,東 京,名

古 屋 との ミニ コ ン との間 を専 用

線 で つな ぐ。 ミニ コ ンに は公 衆

網 で テ レ ックス を端 末 と して結

ぶ場 合,東 京 の テ レ ックス か ら

名古 屋 の テ レ ックス ヘ デ 一 夕 を

回 答

削除

3.と 同 じ 。

。一 般 的 に は不 可 能で あ る。 た だ しテ レ ッ

クス端 末 か ら ミニ コ ンを通 ってCPUへ

達 し,ま た 元 の 端 末へ 返 って く る"行 っ

て こい"の 通 信 な ら他 人 使 用 の 基 準 を改1

正 す れば 許 され る。そ の理 由 は 次 の とお
い]

りで あ る。

東京

画//1、

/い1
'1＼

xx9

大阪

/画
電話局

＼

X

ー

～

～

区

/
/

X

現在上 図の よ うな公衆網が できてい る。'

この単価 は全 国平均 コス トで計算 されて

いるので当 然専用線 を利用 した場合 より

一9一



皿一4,5

質 問 内 容

送 る こ とがで き るか。

4.テ レ ックス 回 線 をコ ン ピ ュー

タ につ なげ るに は,現 在 使 用 中

の テ レ ックス 回線 は この ま ま使

え るか 。 改造 の必 要 はな いか 。

料 金 は い くらに な る か。'

5.つ ぎ の よ うな 形 は ど うか 。

匝 京都プへ

回∵〕 /

/

オンライン

オフライン
切 り替機

午前中は東京一大 阪間でオ ン ラ

イン業務 を行ない,午 後は東京

一京都 間でオ ンラインに よる処

理 を行な う。夜はCPUを 切 り

離 して端末機同士 でデータ伝送

を行な うとい う場合 は どうか。

回 答

高 くな る。従 っ て,安 い専 用 線 を 利用 し

て,公 衆 網 を 利用 す る もめ は な くな るか

らで あ る。 これ は世 界 中 ど この 国 で も許

してい ない 。

。セ ン ター側 とソ フ ト面 にお いて マ ッチ し

て お れば,そ の ま ま使 え,改 造 の必 要 は

な い。 ま た,料 金 は コ ン ピ ュー タが 公社

の もの で な い 限 りは テ レ ックス を一 日8

時 間 使 うと して20%を 越 え るデ ー タ量

の送 受 が あれば 公 衆 通 信 回線 よ りも特 定

通信 回 線 の 方が 安 くな る と思 う。

。同一社 内で あれば問題はない。特定 通信

回線 と専用 回線 の混 同にな るが,切 り替

装置 の認定 を受け れば よい。

一10一



払

|
皿 一6～9

質 問 内 容

6.構 内交換 電話 と特定通信回線

(ま たは公衆通信 回線)の 接続

について。

7.現 在 東 京 か ら全 国16ケ 所 の

工 場 を1200ボ ー で フ ァ ックス 回

線 で結 ん で い るが これ を夜 間,

デ ー タ伝 送 専 門 で使 い た い 。"コ

ン ピュ ータ室 とフ ァ ックス 室 の

間 を線で 結 ぶ こ とが で き るか?

8.公 社 直 営 の 端 末機 で 公衆 通 信

回 線 を便 って 自社 の コ ン ピュ ー

タ に ア ク セス で き る か。

9.(1-5に 関 して)A銀 行"tB

セ ン ター が1台 の コ ン ピュー タ

を共 同 で使 用 し,一 方 で はA銀

行 の オ ン ライ ン業 務 を行 な い一

方 で はBセ ン ター と顧 客 を結 ん

回 答

。X-PAX-CPU－ 特 定 通信 回線 と流

れ る場合 は,同 一 の者 な ら よい。X-

PAXr・CPU－ 局線 と流 れ る場 合 は,

そ の提 供 条 件 を検 討 中で あ る。

企i業

一 一一 局 線 二

・特定又は公衆

PAX

区 く=一 －x
＼ ＼＼区
　

← ＼凸
面

・回線の混合使用鵠 浴々 祖 調 けて くれ

れば結構である望,

。制 限 しな い つ も りで ある 。

。A,B聞 が 明 確 に 区分 され て お り
,デ ー

タ の交 流 が な い な ら可 能 で あ る。

一11一 {



　
五 一10～14

憂 悶 内 容 回 答
1

だ 「他 人使 用 」 を行 な うこ とは
、

で き るか 。

10.(上 記 に 関 して)一 台 の コン 。9に 同 じ

ピュ一 夕を昼 はA社,夜 はB社

でそ れ ぞ れ オ ン ライ ンを行 な う

の も可 能 か。

11.町 角 に ボ ヅクス が あ って 誰 で 。他 人 使 用 にな る。

もカ ー ドを入 れ る とお 金が 出て

く る キ ャ ッ シ ュ デ イズ ペ ン サ ー

の よ うな もの は何 にな る か。
1

12.(cf,X皿 一1)「 ツ ー リ

|

`

。 「ツー リス ト」 と して はそ の 必要 は な怜 .

ス ト」側 か ら 「鉄道」の座席予 の で や ってい な い が,ズ ログ ラ ムさ え作

約状況 を全部 調べ ることは出来 れ ば 可 能で あ る。

る か 。

13.(cf・ ・ 同 上)仮 に,'調 べ た
?郵 政 省 の個 別 認 可 にな る。 、

㌦ 、、

結果 を 「ツー リス ト」'の各 営 業 。、端 末 は 予約 と照合 しか 出来 ぬ よ うに な っ
∫

所 に流 した ときは ど うな るか 。 て いる。管理資料 は端末で は とらず,中
1
,▼

管理 資料 として必要 はないのか、

}

}一

央 の セ ンタ ーで 作 る。

。時 間 を決 め て予 約状 況 をデ ィス クに入 れ ,

そ れ を端末 側か ら検 索 す る よ うな プ ログ ..

ラム を組 む こと は 可 能で あろ う。

.

14.分 岐 は 同一 市 内で なけ れ ば な 。そ の よ うな制 限 は な い。

1

らな い か 。 '1'}:
,

－t2-一



皿一14～1'8

質 問 内 容

15.(cf.VI-1314)契 約 外

の 接 続 等 が あ る か 。

16.電 話 加 入 区域 及 びそ の 電話加

入 区 域の 境界 か ら ぎキm・'メLト

ル未 満 の地 域 内 に 終始 す る 専 用

設備 に つ い て は,E,F,1,

J,L規 格 の専 用 サ ー ビス は し

な い とあ るが 図で 示 して欲 しい。

17.外 国 に コ ン ピュー タ を設置 し,

国 内 に はそ れ ぞ れ 関連 の ないA,

B,Cの3社 が あ り,こ れ を1

本 の ケ ー ブル で 結 ん だ 場合,特

定専 用 回 線 と して 認 めて も らえ

る か。

A

C

日 本'

B

18・ 将 来,cash-.dispenseの 設

置 とい う問 題 も採 り上 げ られ る

よ うに な る の で は な い か 。

回 答

。あ る場 合 が あ る。

㈱

!

、

/

'

ー

-

、
＼

3ム の範 囲 内の地 域 で あ って も,

一一一_他 の加 入 区 域 に 属 す る部

分 は含 まれ な い 。

叉 象

藁葺

。国 内 線 で は認 めて い な い 。 ア メ リカ で は

基 準 が 緩 や か だが,現 在 は っ き り した こ

とは 言 え な い。

。現 在,郵 政 省 で は不特 定 多数 の カス トマ

ー 相手 の シス テ ムの制 度 化 を考 え て い る。

端 末 機 を街 頭 に設 置 し,と りあえずタク シー

の 予約 シス テ ム を行 な う よ う検 討 中 で あ

る。 料 金 制 度 化 の問題 が あ るが,遠 か ら'

ず可 能 と考 え てい る。

－i13一



㌦1哨 金賭 する鯛

質 問 内 容

1,(電 諭 料金が全国均一 料金 にな

る可 能性 はあるか

2.共 同専 用 の付 加 料金 は 撤廃 さ

れ るそ うだが,モ デ ム につ け た

電話の混合便用料金 はど うな る

か 。

3.PD(PROTECTIVEDEVI

CE)oi料 金 は?

回 答

。将 来 の 問題 で ある。 現 在実 施 す る と3分

30円 ぐらい にな る。 広 域 時 分制 は 全 国

均 一 料 金 へ の オー ス テ ップ とい え る。 ア

メ リカのWATS・(WIDEAREA

TELEPHONESERVICE)の よ うな も

の も考 え られ るが一 度 に そ ζ まで 飛躍 は

'難 か しい
。

。検 討 中 で あ る。

。一 時払 制 で5,500円/1個 で あ る。 モ デ

ムが 電 々公 社 の直 営 の もので あれ ばPD

は不 要,自 営 モ デ ム の場合 にPDが 必 要

に な る。

。外 国で もそ れ ぞ れ 考 え 方 が異 な る。 ア メ

リカの 場合 は 保 護 装置 は 高 い が,そ の代

り端 末 機 の接 続 は 自由で あ る。 ヨー ロ ッ

パ では 保 護 装置 は 安 いが 端 末 の接 続 に は

技 術的 なチ ェ ック が 行 な わ れ, 、また 保護

装 置 の な い とこ ろは 端末 接続 を厳格 に規

制 して い る。

、」
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W-4～7

質 問 内 容

4.特 定通 信回線の料金 につい て

遠距離 は引き下げ にな るか。そ

の時期 はい つ頃 か。

5.電 話料金は広域化 す るこ とに

よって市内専用料金が引 き上げ

になる範 囲 も広が るか。

6.デ ・一一タ通 信 と電 話 の混 合使 用

料 と して10%の 付 加料 金 が つ

い てい る のは い ろい ろ な 面 で不

合 理 だ とい うユ ーザ ー の 声 が 強

い が,改 め て 聞 きた い 。

7.「 特定通信 回線の他 人使用 」

の場合,料 金 の納 入責任 者は,

契 約者になるが,こ の回 線料金

をユーザーにどんな 方法 で配賦

して もよいか。例えば安い料金

にする とか,ま た高 い料金 を取

って も よいか。

回 答

。特定通信 回線料金 は専用 回線料金 と同じ

で ある.現 在,市 内専用料 金 と市外専用

料金には著 しい格差が あるので,近 く市

内専用料金 を引き上げ,市 外専用料金 を

引き下げたい。(46年10月1日 改正)

。・現 在,市 内 通 話 区域 は 約3 ,000あ る 。そ

れが 広 域化 に よって562区 域 に な る 。 現

在 の平 均半 径3.5キ ロが15キ ロにな る

ので 市 内料 金 の引 き上 げ よ り会 まで 市 外

で 高 か った のが 引 き下 げ られ る効 果 の 方

が大 ぎ い と思 う。 ま た,現 在 の 市 内専 用

回 線 に は規 格 が な いが,規 格 を設 け た い

・10%付 加料金は,本 来公衆 回線が不 足

している ときに効用の大 きい専用線 を使

って もらうので効 用分 の料金 をもら うと

い う考え方 で あった。 この付加料金 の取

扱 いは検討 中

。総経費 を各 ユーザ ーに均等 に割 り当て る

かユーザーまで の距離 に応 じて回線料金

を決めるかな ど契約者が決定 す る問題 で

ある。
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W-8～10
|

質.問 内 容

8東 宿 協 が 電 々直 営で プ 一 夕通

・信 サ ー ビス を行 な う場 合 に距 離

制 に よる回 線料 金 が問 題 に な っ

た と聞 いて い る。

9.着 信 着払 い の制 度 は公 衆 通 信

回線(デ ー タ通 信)に つ い て も

考 え てい る か。 この 場 合,着 信

1者払 い の 番号 を決 めて お く方 法

を とゐ の か 。そ うな る と非 常 に

、迷 惑 を受け る こ と も考 え られ る

10.一 般 特定 通 信 回線 の場 合 には,

市 内,市 外が 区 別 され な くな る

ごか 。

その場合 も急激 な変更 を避け て

ス テ ップを踏んで少 しず つや っ

て戴 きたい。

回 答

。その とお りだ。例えば科学技 術計算 をす

る場合 どこでや って も内容 は同 じで ある

のにセンターまでの距離 に よって料金が

違 うのはおか しいか ら平 均料 金にすべき

だ とい う理論 もあ る。

。要 望 が あ るの で ユ ー ザ ー の意 向 を調 整 し

て い るだ け で ある 。例 え ば デ パ ー ト案 内,

旅 館 案 内等 が考 え られ で い る。ビこれ を行

な うに は課 金装 置 を変 え ねば な らない の

で,今 直 ぐに は 行 なえ な い 。番 号 を決 め

て お か ない と手 動 で 行 な うこ とにな るが,

これ は 困難 な 問題 が 多 い 。

。従 来,専 用線 に市 内,市 外 の 区別 が あ っ

て,市 内 は1キ ロ当 り400円,市 外 は

1キ ロ当 り4,500円 だか ら,約1'0倍 以

上 の格 差 が あ った。 だ か ら,例 え ば 東京

を中心 と して 周辺 都 市 を含 めた いろ い ろ

な 販 売在庫 管理 や バ ン キ ング等 は 専 用 料

金が 非 常 に高 くつ く訳 だ 。従 っ て広 域 化

した 経 済 圏 の デ ー タ通 信 が非 常 に や りに

',く い状 況 に あ る訳 だ 。 そ こで 市 内 ど市 外

の 料金 差 を全 面 的 に撤 廃 して,'ス トレー

トの キ ロ料 金制 で ゆ こ うと案 を出 した と

ころだ 。 こ のや り方 は現 在 ア メ リカ とか

英 国 で や って い るが … … 。

。現 在,全 国 一 斉 変 更 の見通 しで 案 を郵 政

一16一
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|
'W-11～13

質 問 内 容 回 答

省 に 出 した と ころ だ。一 応 今 年10月 を

目途 として郵 政省案 を詰 めて い る状況 だ.

なるべ く早 い時期 にゃ りた い と思 って6

る.(46年10月1日 実 施)

11・(cf・ 上 記)実 際 面 で は ど う 。官公庁 は専用線 利用が尾大 だか ら予算措
、

いづた ところ に影響が大 きいの 置 に手 間がかか るだろ う。特 に大蔵 省等

か 。 と警察関係は市 内利用 が多いか ら全体 と

して割高 にな るだ ろ うが,防 衛 庁,労 働

:
省等,及 び全 国組織の所 は大 幅な割安 と

在 ろ う,

12・料金や手続 き等を営業所 に聞
繋 目不情報開発協会

。現在滲透 を図 っている最 中なので ご繊
きに 行 って も,ま だ 通 達 が な い

か ら分 らな い と要 領 を得 な いが,、 ど こで

をかけてい聲 後料 ・週警 甜
7

6今 で

ぱ

も

ど こへ 行 け ば は っ ぎ りす るか パ い 本社或 は通信局の特別 営業課へ来 て戴 け

れば十分 ご相談す る。

13.料 金 改 訂 に つ いて,市 内専 用 。市内だけ に専 用線 を引いてい るもの,例

料金 は非 常 に高 くな'る。 えば東京都庁,消 防,警 察等 は負担が大
、

'

き くなる と思 う・同一加入 区域 で終 始す
'∵ ジ

る もの に つ い ては,7キ ロで頭 打 ち に な

1{、 って い る ので 安 くな る所 もあ る。 距 離 の

計算 に して も,会 迄 は次図の ような場合,

a+b+cで 計算 して い た が,合 度 は局

間だけ(b)の 距離で計 るこ とに した。
・、

}
δ

一17一



IV・一・14～17

質 問 内 容 回 答

局 局
b

1

ae

区 区

加入者 加入者

14.最 低 料 金 の2,000円 と い う の 。そ うだ。4線 式 の場 合 は一 端 末 につ い て

は2線 式の湯谷 か。 1,000円 プ ラス とな る 。

15.200ボ ー 直 流,1200ボ
。目下 検 討 中で サ ー ビス 時期 は 答え られ な

一 直 流
,2400ボ ー 直 流 の サ い 。

一 ビス 時期 及 び料 金 に つ いて 聞

←

き た い 。 L「

16.専 用 線料 金 の改 訂(・0月1 。改 訂案 を検討 す る ときにいろいろ調査 し

日実 施 予 定)に よっ て,市 内 専 た が,市 内専 用 だ け を便 って い る所 は,

用 を重 点に置いている所 は非常 警察,消 防 と警備保障会 社位 しかなか っ

に負担 が大 き くな る。 たので踏み切 った。遠距離の専 用線 を併

用 している所は,そ の方が値下げ にな る

の で喜 ん で い る。
ト ,,

ソ1・

。市 内専 用 だけ に つ い てみ る と,50ボ ー

「 は安 いが,200ボ ーは 一定 距離 迄 従 来

[
よ り2で3倍,1200ボ ー2400

、一

ボ ー は5～6倍 に な っ て い る.

べ

17.(cf.皿 一7)料 金 算 定 方 。料 金の算定 方式 は,先 に説明 した よ うに

式(分 岐 の場合) 音 声の 場 合,A図 の よ うな ときは

2,000円

一18－
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質 問 内 容

18・市 内に終 始 す る 混合 使 用料 は

ど うな るの か 。

rv-・18

回 答

/
・X

a

(A)○

/'＼ 、
!、

ノ
!

＼
Σ

b

B図 の 場 合 は,a,c間 は2,000円,b

が 分 岐 で1,000円 と な る 。

(B)

/瓢 ＼
○○

ー

ー

X

a

○O

ii・… 円i
gx
bc

C図 の 場 合,A-B間 は2,000円,b,

cが そ れ ぞ れ1,000円 と な る 。

(C)

/漂 ＼

 

口
A

○

/8＼
L㌍;
。δ由P・円

*21
abc

・適 用 しな い 。

一19一



'

rv…19,20

='質 問 内 容
回 答

19・ 新 体 系料 金 につ い て の反響 は 。賛 否 両論 とい う ところ で ある 。警 察,消

ど うか 。 防関係は反 対が強か った よ うだ。
「

20.東 京,名 古 屋 間 の専 用 線 で あ 。この場 合,基 幹 が2 ,400ボ ー で あ るか

るが,200ボ ー で も2400 ら,200ボ ー に つい ては 関 係 な い 。 東

ボーで も料金 の値下げ率は同 じ 京,大 阪間 で約20%位 値下げ にな って

『か
. い る 。

`

±

11

Σ

～

㌔1

、

1

一 一20一
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V契 約 に関する質問
V-1～6

質 問 内 容

ノ

1.「 公衆 通信使用契約 」 と従来

の 「加入電話契約 」 とは ど う違

うか。

2.オ フ ・ラ イ ン の デ ー一.B伝 送,

例 え ば キ ー ボ ー ドか ら キ ー ボー

ドの デ ー タ 伝 送 は 従 来 ど お りの

"専 用 回 線 契 約"に な る の か
。

3.「 共 同利 用 」 と 「他 人 使用 」

の言 葉 が 法律 の条 文 の上 ど うも

ハ ッ キ リしな い。

4.CPUの 所 有 者 がA社 で も実

際 に使 っ て い るの がB社 な らB

社 と寛 々公 社 の 間 で 回線 契 約 を

行 な って よい か。 ㌧、

5.公 衆 通 信 回 線 使 用 契 約 の基 準

は9.月1日 まで にで き るか 。

6.現 在 の 専 用 線 契 約 で デ ー一

回 答

。公 衆 通 信 回線使 用契 約

(1)端末 は全 部 自営 で,コ ン ピュー タ も接

続 可 能

(2)デ ー タ通 信 を 目的 とす る もの

。加入 電 話 加入 契 約

(1)端 末 には 必ず 直営 の 本 電 話機 がっ ぐ

(2)通 話 を主 目的,付 随 的 に付 属 設 備 に よ

るデ ー タ通信 も可 能

。そ の通 りで あ る。

。 ±-3と1:]じ 。

。そ れ で よ い 。

。9月1日 以 降 に な る。

。自動 的に特定通信 回線使用契約 に切 り替

一21一



　
V-7～10

質 問 内 容 回 答

タ通信 を行な っている ものは改 え る 。

めて特定通信回線契約 をす るの

か 。

7.(1-1に 関 して)A銀 行 は 。A銀 行 の契 約 の ま ま で よい。

電 々公 社 との専 用線契約 を廃止 。コ ン ピュー タの 所有 権 は別 に 問 題 にな ら

し,改 めてBセ ン ター が寛 々公 な い 。 占有権 の 方 が 問題 に な る。

社 との専 用線契約 を結ぶのか。

8.A,B,C3社 が 共 同 使用 契 。A,B,C,Dが 当 初 か ら加 わ っ て お れ

約 を して い た とき に,D社 が新 ば,或 は個別認可にな っていたか も知れ

し く共 同使 用 に加 わ る と,こ れ ぬ等 の理 由で あ る。

迄 の契 約を破棄 して新たにA,

B,C,D4社 で契 約 を し直 さ

なけ れ ば な らな いが,何 故 この

よ うな面 倒な こ とをす る のか 。

'

9.例 えば東京信用金庫協会 のオ 。共 同使 用 契 約 で よい 。 同 じプ ログ ラムで

」

ン ラ ィ ン預 金 シス テ ム を 民間 で 同じデータ を処 理 し合 う関係 に あるか ら

や った とした ら共 同使用契約 で で あ る 。

よ い の か 。

10.特 定通信回線の契約 申請手続 。従 来 よリブ ラス さ れ る要 素 が あ るが,機

き は従 来 と変 って い るか 。 器認定 が簡 略化 されるので時間的には短

か い 。

。機 器 認 定 は,メ ー カーが 公社 に 認 定 さ れ

るか ど うか を聞 くが,OKに な った 機 器

、 はそ の型式 を公示 す るので,そ の型式 の

一22一



V-11,12

4

質 問 内 容

11.特 定通信 回線使用 契約 の 申込

み につ いては手続 きが違 うの か

利用規定 矛8条 と矛12条 の関

係 を聞 きた い。

12.共 同使用 の基 準 に(1)と(2)が あ

って,(1)は 業務上 の関 係 を規 定

し,(2)は"1の 電 子 計 算 機 本体

と1の 入 出 力装 置 との 間 に終 始

す るデ ー タ通 信 のた め に 同一 の

特定 通 信 回 線 を2人 以 上 の 者 が

使 用 す る とき"と な って い て,

「他 人 便 用 」 と殆 ん ど変 りな い

よ うに思 うが,ど う違 うの か 。

回 答

もの は 自動 的 に認 定 され る 。

・特定通信回線 を利用す る場合 は,矛8条

に規定された手 続 き(従 来 の専用線契約

と同じ)を して,他 人使 用させ る場合 は

オ12条 の手続 きを追加 して もらうこ と

にな る。

。 「共 同使 用」 の場 合は,本 体 と端末機 の

占有者がそれ ぞれ違 うときで,「 他人使

用 」は両方の 占有者が 同一 の場合で ある

契 約の文体 も,共 同使用は2人 以上,他

人使用 は1人 で ある。

一23一



V仁1～5
W使 用梼器 に関す る質問

質 問 内 容 回 答

1、 音 響 カ プ ラ ー は ど う な る か 。 。加 入 電 話 回線 にそ の まま 連 結 して コ ン ビ

ユ一 夕に ア ク セス で き る。 技 術認定 を受

けた音響 かプ ラーな らば使用で きる こと

〉 に な る と 思 う 。1-'‥ ,、

〆

2.オ ン ラ イ ン で ミ ニ ・ コ ン と ミ o特 定通信 回線使用契約になる。

ニ コ ンの間 にデ ー タ伝送 をす る

場合 もある と思 うがその場合 は
「,,`

ど うか 。 1

3. デ ー タ通 信 用 に は,、一 般 の通

「

・書類 審査だけ で済 む もの と送 出電流そ の

信に支障を生 じない ようにpp 他 の デ ー タ を提 出 して も ら う場 合 とに 分

(前 出)やNCU(NETWOBK れ る。例えば公衆通信網 にっな ぐ場合,

OONTRqLUNH)の 設 備 を要 起 動 信 号 が 出 るカ㌔パルス信号,パ ル ス 偏

す る と聞 くが,そ れ な らば 回 線 の規格は分 ってい るか,着 信表示が 出る
F

に接続す る機器認定 の必要はな か,着 信不 能の場合 の措 置等 を調べ るこ

い ように患 うが認定 の範囲は ど
[

とに な る 。

こまで か 。
`

4.従 来,電 々公 社 の モ デ ム の規 oJISに 統 一 した い 。

格 は外国の統一規格 に比べ て厳
{

格 で あ った が今 度 はJISで 世
'

界 の規格 に統 一 さ れた の か。

5.特 定通信 回線利用規程 に よる 。そ .の通 りで あ る 。

と,サ ー ビス さ れ る 回 線 に は,

A(50ビ ッ ト),B(100ビ

1

一24一



V1-6～lol

質 問 内 容 回 答

ッ ト),C(200ビ ッ ト),

1>-1,D-5,D-7等 規 格 が 定 め られ

て い る が,D≒1の 帯 域 使 用 を 除 き,

贋,

、.」

モデムは電 々公社の直営 とな っ

てい る。 他 の規格 は モデ ム を 自

営 出 来 ない のか 。

6.(上 記 に関 し,以 下 同 じ く) ・そ の とお りで あ る。 しか し,D-1規 格

_・言 うす る と・200ビ ッ ト回 線 に よれ ば 可 能で ある。
s

(・c鱒)ピ 自営モデムを使

え ない こ とに な るが,CCITT
ミ

な お,D-1規 格 の分 割使 用 につ いそ は,

現 在検 討 中で ある。 …

の モ デ ム を 使 い た い と思 っ て も
:

使 うこ とが 出来 な い の カ・。

7D-1規 格 で使 え る 自営 モ デ ム は 。CCITTの 規格 よ りも も っ と幅 が広 い 。

CCITTのM102規 格 と同 じ

と考 え て よい か 。
;

Fj

8・ その規格は数字的に明示 され
、,,1

。目下決裁 中であるので近 く公表 され る と

る か 。 思 う。

・・9電 燥 熟 熟 を勧 な哺 ;公 社の回線がな いのにモデムだけ貸 すの

内回線に軍 夕公社 のモ デム を貸 は ど うか … … 。

して も らえ るか 。

10.分 岐装 置 は 自営 出来 るか 。 。分岐装置 は電話局 に置 くこ とにな ってい
']

二 二'.、 、
る。 レたが って,自 営 は木 可 能で あ る 。

' 〉 、

～.,1『
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W_11～14

質 問 内 容 回 答'

同一 市 内

画 A社 {CPU、A

T

＼B社
○

B

＼
O
T

OT

＼ ノ

11.一 般 計算 セ ン ター が端 末 機 を 。モデ ムを 自営 出来 るの は今 の ところD下1

顧客側に設置 して情報 処理サー 規格(帯 域使用)の 場合 に限 ってい る。

ビス す る場 合,モ デ ムは 自営 出 その他 の規格 を便 用す る場合 は,す べ て

来 る のか 。公 社 のモ デ ムを便 う 公 社直 営 モデ ム を便 って も ら う。 但 し,

の か 。 公社 は回線の品質を保証す る。 自営モデ

ムを使 う場合 はPD(回 線保護装置)を

付 け て も ら うこ とに な る。

12.現 在,専 用 線 で オ ン ラ イ ン処 。カプラーは本来公 衆回線網 を利用す るの

理 して い る。 そ の 空 き時 間,例 が普通で,そ の ような使 い方は考えてい

え ば 夜 だけ 音 響 カ プ ラー を使 っ な か った し,メ リ ッ トが あるか ど うか疑

て社 内 を移 動 し乍 らコ ン ビュー 問 に思 うが,自 営の端末機の一つ と考え

タ に デ ータ を送 りた い が 可 能か 。 れば 可 能 と思 う。

13. 。9月25日 付 の官報 で公 示 した が,端 末
「

機器の矛1回 型式認定合格 品44品 目を

発表 した。

14.(上 記 に関 して)そ の 中に⑯ 。記号の付い ているものはすべて無審査で

の記号が付 いてい るものは何 か。 認定 す る もの,記 号 の な いの は一 部 分,

例えば接続 の仕方 につ いてだげ チェ ック

1一 肪 一



・V}・li
,・5.

質 問 内 容 回 答

す るもので ある。契 約以外の接続 を して

い ない か ど うか を チェ ックす る。

15.電 々公 社 へ行 くと 「この よう 。それは問題が ある。 これ迄 は端末機 を個

な 仕事 な ら,こ の よ うな 端末 機

'
'別
に審査 して 品 質 まで 調 べ て いた が,そ

が よい 」 とい う よ うに 推薦 して' れでは 「時間 がカ・か る」 「審査が厳 しい」

くれ るか 。 とい う苦 情 が 多 か った の で,会 度 は,品

質 は す べ て ユ ー ザ ーの 責 任 とし,型 式 認

定 だけ に した 。 ユ ー ザ ー側 か ら推薦 して

欲 しい とい う声が大きけ れば考え る必要

もあろ うが,推 薦は外部 の公 益 法人 がテ

ス トして適当左 もの を選 んだ方が よくは

1

な い か 。
ぐ 亀

ろ㌔

、s、

'唱r'
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V[-1～7
1vn・ 回線 の種 類 に関 す る質 問

「

1・

質 一問 内 容 回 答1
'

㌧'・"i

1・ 現 舗 内で一 部75ビ ・,ト を

使 っ て いる が,そ れ が50ビ ッ

ト或 は200ビ ッ トにな らざ る
「

を 得 な い か 。

;;「'

・ ㍉'

○ 合 後 端末 機 に 外国 機 が 入 って くる可 能 性

が 多 いので,100ビ ッ トのサ ー ビス を

行 な うこ とを考 え て い る。近 く郵 政 省 に

認可 鱒 請 をす る予定で ある・
、(.46・.

1ω 紡 … ビ・ け 一 ビr蜘

して い る)

;1-

2・
.高速 ㌃ クシ ミリ戯 在雌

的に35キ ロ位 しか使え 安いが

もっと遠距離の ものを出せ ない
`.'↓"

..,・ 一

か 。
'7

,、

」Jl

。需 要 が あれ ば 考 え た い 。

;

3.特 定通 信 回 線 に つい て4800

BP8は い つ か ら認 め られ る

か。

。4800BPSは 今 年 か ら年 末 に かけ て

商 用 試験 中で,来 年(1972年),遅

く と も再来年 に サ ー ビス を開 始 で き る。

4.2400BPSの マ ル チ ドロ

ッ プ は い つ か ら か 。

・これ は 既 に認 め られ て い る。

5.2400BPSの ハ ブ ・ポ ー

リ ン グ は ど うか 。

。具 体的 な要望 が あれば,そ の利用の実態

をみて検討 した い。

6.帯 域 内 な らば4800ビ ッ ト,

9600ビ ヅ ト も使 え る か 。

。使 え る 。

7回 線規格 の種類 を教えて欲 し

い 。

次 の 通 りで あ る 。

A-150bps直 流

一一28一



V旺一8,9

質 問 内 容

8.48Kbpsの 分 割 使 用 は 出来

な いか 。

目 途 と してい つ頃 サ ー ビス され

る か 。

9.公 衆 網 の 開 放 は,広 域 時分 制

の実 施 に合 わせ て,72年 日 月以

降1年 以 内 とい うこ とに な って

い るが,テ レ ックス は 広 域 時 分

割 に関 係 な いの だ か ら もっ と早

回 答

流

流

直

交

い

"

用

0

0

使

流交

〃

鱒

"

bO

O

O

O

0

0

域

声

写

2

4

哀

楽

1

2

帯

音

模

1

2

写

音

0

1

1

2

1

2

3

5

7

1

1

一

一

一

ー

一

一

】

一

－

B

C

D

D

D

D

D

D

D

E(5Kヘ ル ツ)

F(10K〃)

1-148Kbps

I-2〃

-
ふ

ウ
臼

一

－

J

J

240〃

〃

L(4メ ガ ヘ ル ツ)

AM放 送

FM放 送

帯域

写真

模写

帯域

写真 、

模写

カ ラー

。現 在,48Kbpsの サ ー ビス を提供 して

いな い 。

。将 来 サ ー ビス を開始 す る 際 ,分 割使 用 の

是 非 につ い て考 え たい 。

。テ レ ックス は トラフ ィ ヅク が弱 いの で そ

の 手 当 に時 間 が か か る。公 衆網 開放 は,

72年9月 以 降 「政 令 で定 め る 日」 で,テ

レ ック ス も同 じ 日で あ るが ,電 話回 線 の

方 は,そ の後1年 以 内}ご地 域 別 に開 放 が

一29一



Vlf-1・O～13

質 問 内 容 回 答

A

くな らな い か ・、 実 施 され るのに 対 し,テ レ ック スは そ の

日か ら実施出来 るか らそれだけ早 くな る。
.F

10.テ レ ッ ク ス と コ ン ピ ュ ー タ を o◆ ・'…o

結ぶ のは,現 在,既 に紙 テー プ

で入 れ 直 して い るユ ー ザ ーが 先

ず 始 め る と思 うので,ト ラフ ィ

ックは既 に分 って い る。 新 た に

利 用 す る ユー ザ ー は 準備 に 相当

1【時間 がか か る筈 だ 。

11.リ モ ー ト ・バ ッ チ 方 式 で デ ー

一

。ス ピー ドは どの位 を考 え て い るか。

タ を一 応 テ ー プ に と っ て お き, 1200ビ ッ トで は2線 式,4線 式 両 方

後 で送 り返 す よ うな場合 は,2 あ るが,2400ビ ッ トは4線 式 だげ に

線 式 が よい か4線 式 が よい か。 な る。 ス ピー ド,送 り 方 そ の他 シ ス テ ム
`

を組んでみて最適の回線 を選ぶのが よい

と 思 う。

121A,B,C,Dの 回 線 規 格 は, 。 ビ ッ ト中 心 で 考 え る 。200ビ ヅ トな ら

市 内専 用 の場 合,ビ ッ トを 中心 C規 格 とす る 。

とす るか,ヘ ル ツを 中心 に規定
1

す るか。

13.(W-19に 関 連 して) 。現在広帯域の ものを一般 に使用 出来 る よ

「
・ うに検 討 中 で あ る。

'^
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V皿一1～4'

諏 認可に関宣る質問

質 問 内 容 回 答

1.デ ー タ通 信(公 衆 通信 使 用 の'。 優 先 順位 をつ け るつ も りで あ る。 電 話 の

場 合 は特 に)の 認可には優先 順

位 をつけ ると聞 ぐがど うな って

い るのか(矛4位 と聞いてい る

が)。

2.9月1日 以 降 共 同使 用 の認 可 、

申請 は どの位 あ った か 。

3.電 々公社 に申請 を出 し,そ れ

が郵政省に回されて,申 請が認

可 にな らない場合,郵 政省か ら

本 人に直接通知 があるのか。

4.地 方 で 申請 が提 出 され た 場 合,

架設 にば才一 に国家機 関や官公庁,牙 二

に通 話量 の特 に多い もの等 とい う順位が

ある。 データ通信 も大都 市は問題な い と

思 うが,電 話回 線が少 くて渋滞が 多い と

ころで 申 し込みがあれば優先順位 を考 え

ざるを得 ない。理論上は,電 話 は公衆通

信の ものだか ら,電 話 がつか ないの にデ

ータ通信 を許す のは問題だ とす る考え も

'あ るが
,内 容 に よって決め る(才4位 と

限 っている ことではな い)

。提 出された ものが7件,こ の内4件 は旧

法 で解決 出来 る もので,3件 だけ が共同

使用 の申請 で あった 。他 人使 用の 申請 は

まだない。景気沈滞 の影響 が大 き く響 い

てい るようで ある。回線の借用 申込 も景

気 の よい時 と無い時で は2借 位違 う。

。郵 政省か ら通知 はしない。 同一企業間の

申請 について は公社の窓 口で応対出来 る

ようになる。現在,9月 末 白泡 の2人 以

上の共同使用,他 人使 用については公社

で把握 してい る。 この ユー ザーの名称 の

発表 は差障 りがある。

。連 絡 は あ る。 公 社 と して は,単 独認 可 に
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質 問 内 容

本 社に連絡が あるのか。

5.共 同 使 用i.他 人使 用 の 申請 の

あっ た 内容 につ い て 聞 かせ て 欲

しい。 し、

薗'ぼ ㍉ 答

につ い て は通 信 局 で 処理 す る よ うに して

い る。 、

。共 同 使 用 に つ い て は電 気 機 器 メ ー カー の

申請 してい る系列 企 業 との 間 の生 産 ・販

売 ・在 庫 管理 を 始 め,座 席 予約,農 協 の

預 金 業務,銀 行 関 係 等 の7件 で あ る。 他

人 使用 に つ いて は,サ ー ビス セン ター か

ら 出 てい る顧 客 の販 売 在庫 管理 に関 す る

1件 と,メ ー カーが 申請 して い る研 究 所

との間 の ソ フ トウ ェア に関 す る1件 と併

せ て計2件 で あ る。(以 上cf.珊 ■2)

)

lr:':

～ ・・'
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IX工 事 担 任 者に 関 す る質 問 一 二ドIX-1
一

質 問 内 容 回 答

1.,公 衆 通信 回 線使 用 契 約 に 伴 な 。現在,電 話交換設備 を 自社 で設け る とき

う機器の設置には工事担任者が に資格 を有す る工事担任 者が要 るが,こ

必要 となってい るが工事担任者 れ と同じで ある。工事担任 老がいる会社

は どん な形 にな るか 。 や工事請負業 者でない と工事 がで きない。

コ ン ピュー タ メー カー に 資 格 の あ る人 が

居れば よい。 資格は現在 の交換設備 の知

識の他に改 正法のデー タ通信 の内容 を知

ってお れ ば よい と思 うが,ま だそ の詳 細

は決 ってい ない。認定 試験 は早け れば72

年 位 か らや りた い 。
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X-1,2
X公 社 業 務 に関 す る質 問 s"c

質 問 内 容

,1.中 小企業だが,勿 来 と小金井

に事業 所が ある6現 在,電 々公

社 が行な ってい る販売在庫管理

サー ビスの進行状況 を聞 きたい

2.「 科 学技 術 計 算 サ ー ビス 」 は

い つ頃 実 施 す るの か 。 聞 き及ん

1だ ところで は,平 塚,牧 方,小

松(石 川),川 崎,小 山(栃 木)

等 の諸 都 市 に も設置 され るそ う

1だ が 。

回 ・答

。現 在 行 な って い る歩 一 ピ逐区 域 は,東 京,

大 阪,名 古 屋 の三ヨ地 区 に本 社 ま た は そ れ

に準 ず る事 業 所 の あ る会 社 な ら,支 店 が

ど こに あって もサ ー ビス を受 け られ る が

小 金井 や勿 来 は入 って い な い 。 サ ー ビス

を受 け られ るのは4～5年 後 に な ろ う。

現 在 サ ー ビス を受 け て い るの は100以

上(端 末 数)で セ ン ター を増 設 す る必 要

が あ る。

。現 在,具 体 的 には47.8年 度 に川 崎 設 置

が 決 ま って い るだ け です 。現 在,才 ー グ

ル ー プ と して,東 京,大 阪,名 古 屋,次

に オ ニ グル ー プ と して,札 幌,広 島,福

岡,そ の辺 を狙 って い ます 。 た だ,大 都

市 周 辺 をな るべ く早 くや りた い と思 って

い ます 。具 体 的 な都 市名,年 度別 とい う

こ とで,こ こで は 挙げ られ な いが,一 般

的 には 昭 和52年 泡 に全 国 主 要 の30万

以上 の 都 市 に設置 すべ く桔 想 は持 って い

る。 現 在,予 算 折衝 もあ り,検 討 を進 め

てい る。
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XIそ の他一般 質問
XI--1～3

質 問 内 容

1.現 在 の テ レ ック ス ・コー ドを

8M位 にす るつ も りはな いか 。

テ レ ックス を販 売在 庫 サ ー ビス

の端末 にで き ない か。

2.技 術 基 準 に ついて 説 明 して欲

しい。

3、 公衆通 信回線 の開放 はい つ頃

か らか。 }ン い

前以 て,例 え ば 東 京 はい つ か ら

と発 表 しな いの か 。i'S'・

回 ・答

。8単 位 に す るつ も りは な い。6単 位 が 国

際 規格 とな ってい る。 テ レ ック ス網 か ら

販 売在 庫 サ ー ビス にア ク セ スで き る よ う

にす る つ も りで あ る。

。技 術 基 準 につ いて は,前 に 作 成 した 「専

,用 線 の技 術基 準 」 を基 本 と して概 略 説 明

す る と,合 同 の改 正 で 重 要 な点 は① 自営

の機 器 が 大 幅 に 広 が る こ とに よる手 当,

② 数 値 そ の もの はJIS規 格 を とっ て ゆ

く努 力 を して い る こ と,③ 音 声 帯 域 幅 で

は,従 来,・2700ヘ ル ツ迄 で あ った の

を,3,4,Kヘ ル ツ幅迄 広 げ て ゆ くご と,

以 上 の よ うな手 直 しが 行 わ れ て い る こ と

だ 。

。 「昭和47年9月 ～12月 迄 政 令 で定 め

る 日」 と明記 され てい る 。現 在,時 分 制

の工 事 中 で,政 令 に定 め て か ら1年 以 内

で 工 事 を終 え る こ とに な って い る。 だ か

ら,47年1.1月 に政 令 を定 め る と,向

こ う1年 以 内大都 市 で実 施 す る こ とに し

た い と考 え て い る。

。目途 と しては ,48年 の 春 か ら夏 に か け

て の頃 に大 都 市 を終 え た い と思 って い る

(東 京 は48年3月 頃 の 予 定)
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Xト4～6

質 問 内 容

4・bl規 格 の 中 に 「直流 方式 」 と

い うの が あ るが これ は何 か。

5.1,J規 格 に つ いて は技 術基

準 に 入 って い ない が,こ れ は サ

ー ビス され な吟 の か。

6.昭 和3'8年 コ ン ピュー タ を導

入 以 来,現 在Tで 月間200時 間

、使 用 し,航 空 写 真 を解析 し,地
'図 を作 製

して い る企 業 で あ るが

、年 間6,000万 円 の経 費 を削減 す

べ くONLINEを 考 え て い る。

公 社 の 技 術 計 算 な り,サ ー ビス

セ ン タ ー の利 用 等 に よる採 算性

の 点 に っ き教 え て欲 しい 。

業務そ の ものが量的,質 的に変

化 して来て いるのが現状で,経

費増 の原因 となってい る。 これ

に反 して,収 入面 では増収 にな

ってい ないので,何 か合 理的な

方法 がな いものか聞いた次 才だ

回 答

。例 え ば交 通管 制 の 自動監 視 装 置 等 に使 わ

れ て い るもの が あ る。50ビ ッ ト以下 の

もの で モ デ ム も要 らな い。

。1,J規 格 の回 線 は ,国 の 機 関 や 報道 関

係 だけ にサ ー ビス され,今 の所 一 般 に は

サ ー ビス の 提供 が ない ので,こ れが 一 般

に解 放 され れ ば 基 準 を決 めた い。 目下検

討 中 で あ る。

。公 社 の技 術 計 算 の ラ イブ ラ リー を見 た か。

。ONLINEに した場 合,貴 社 の業 務 で は

コン ピ ュー タ か らの結 果 を一度 磁 気 デ ィ

ス ク に落 して,更 に これ か ら,回 線 ス ピ

ー ドに 合 わせ てOUTPUTす る こ とに な

る。 最 終的 に は経 費 の削減 に は な らな い

。コ ス トの 面で 考 え る と,現 在 の システ ム

を継続 す るのが よい よ うに 思 う。

。月 間 の 待時 間 の ロス と,ONLINEに 要

す る費用 との 関連 を才一 に考 え るべ きだ

。計 算 セ ン.ター と結 ん だ場合 で も,端 末 側

は 送 受信 が 可 能 な もの が 必要 で あ るが,

い ず れ に して も両 者 の イ ン ター フ ェース

が 問 題 にな る。

・公 社 のセ ー ル ス マ ン を差 し抱 け るか ら,

見 積 書 に よっ て現 在 の年 間 経 費 と比 較 す

れ ば よいだ ろ う。
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双 実例
X旺一1

1.近 畿 日本 ツー リス トと近 畿 日

本 鉄 道 とが お 互 い の コ ン ピュー

タ を結ん で の デ ー タ通信 を申請

した ので,そ の内容 を参 考 ま で

に 紹介 す る。 「ツー リス ト」 と

「鉄 道 」 とは,同 じ場 所 に同 じ

型 の コ ン ピュー タ(U-418)

を並 べ て 「ツー リス ト」 は旅 館

の 予約 を,「 鉄道 」 は 座 席 予 約

を 行 な って い た 。 これ を結 ん で

「ツー リス ト」 の全 国 の 端末

(75ケ 所)か ら 「鉄 道 」 の座

席 予 約 が 出来 る よ うに 申請 した

もので あ る。 双 方 の コ ン ピ ュー

タは,1600ボ ー 回 線 を2回

線 で結 ん だ が,い ろ い ろ難 しい

面 が あ った 。技 術 的 に は,① イ

ン ター ・コ ン ピュー タ ・タ ー ミ

ナ ル を使 うか,② 通 信 制 御装 置

を通 じて結 ぶ か を検 討 した が,

将 来,例 え ば 航 空 会 社 の コ ン ピ

ュ ー タ と結 ぶ 等,他 機 種 との イ

ンタ フ ェース を考 え て後 者 の 方

法 を 採 った 。 又,「 ツー リス ト」

側 は,主 と して テ レ ッ クス ・コ

ー ドに依 って お り
,「 鉄道 」 側

は,ISOコ ー ドを使 って い た

ので,そ の調整に苦心 した。法律的な面 で

は,「 鉄 道」側 の端末は殆 ど駅 に置いて あ

る。 その場合は 「鉄 道」 の私設回 線に結ば

れ ていて,こ れは有線電気 通信法 の規制 を

受け ている。公衆電気通信法 は,今 回改正

されて回線利用が大 幅に 自由化 され たが,

有線電気通 信法は殆 ど改正 され ていな いの

で,そ の接点の所 でいろいろな問題 が あっ

た が,共 同利 用 として認 め られた。

(cf.五 一7,12,13)
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